











































































































































































































































































































































































































































































































課題を解決するには、 どのよう な筋道の中で解決が図られていったのか、 －人ひとり
のかかわりの中で考えさせることができる。 こう して認児童の成就感は一層高められる。
１１． 仮説の設定とその桧証
研究の仮説
算数科の教科醤の最適な鱈かし方を追究すれば、
算数科の授業の充実を図ることができる。
1．披説の霊竃
教科書をよりどころとした指導を考えるとき、単に､｢教科鶏を使用する｣のでなく、
どのような状況下で、どのような視点から、どの程度どのような方法で教科書を取り上
げるのか液ど蕊いわゆる｢教科醤を活かすにとが必要である。篭の瞳とが教科譜を活か
す使い方に粒ろのであり、順次教科書の内容を指導する使い方とは熱水的Iご異なるもの
である。
この実現のためには、 教科霧を総合的に把握し、 よさや制約などの実態をとらえる必
要がある。 教科灘は限られた分驫の中に必要鍛小限の事柄を子供の発達や学習意欲を篝
3６ [１１］
魔｢教科霧の活かし方」に関する調議研究算数科におけ息 Ｚ
＄
。
△
寺
日
日
Ｉ
■
：
それぞれ工夫した順序で織成されている。 したがって、教科醤の内容腱教師の慮して、
指導のエ夫の余地をどのように按配するかが大きな鍵となる。 Ｈ
既習の考え方で新たな課題を解決する能力、子どもの主体l拘救課題追究の態度、 さま
ざまな鷲えの中から合理的なものを筋道立てて発見する見方｡ 考え方等、いわゆる数学
教禰議のよさを活かしな
5
的な考え方を身に付けろという算数科の目標に迫るためにも、
…
鯵より有効粒指導の在り方を見Ⅲすこと力籟要である。 それは日々の授業を充実すがら、
ることにほかならないからである。
以｣乱のことから、標記の仮説を設定した｡
2．仮説の検証
われわれは、実践捜業によって教科書の活かし方を遥究し、子どもの理解を深める充
実した授業を目指すことによって、先の仮説の検証を試みようと霧えた。まず、授業実
賎での子どもの学習の様孑崔取り上げてみよう。
この奨践授業を進めるに当たっては、 調費委興である６人の校長先生によって教なお、
先に示した６つの熱水的観点に卵した実銭授業科醤会社６剥萬を１社ずつ分担してもらい、
奨践授業に当たっては、基本的な観点と教科轡のを校長先生自ら展開していただいた。
活かし方に対する考え方を明確化した鳧上で、 撮導の実|際の具体策を十分に検討した。 さ戦
らに、実践授業の教科霧の活かし方について１つには、子どもの反応から､２つには、
科惑の基本的観点から、それぞれ見た仮説の検証という視点で分析していった。
各学年の指導の実際はおよそ次に示すようであった。
１年蝋の｢たしざん(2)｣では定着を図る擶導の段階であったが、９＋４などの計算が確
実にでき、しかも１０の補数関係に着目しながら計算の原理に基づいて考えようとする子
どもの態度がよくうかがえた。 特に計算技能を－１霞確寵にするため、 教科鵜の解説ぺ_
ｼﾞの計算方法の発見過穏を重視して指導したのが印象的であった。 教師は１年生なりの
子どもの考えを大切にしながら一人ひとりの考えを活かすことに努力していた。
日年生の｢かけざん九九のひょう｣では、乗数が1蝋えると積が被乗数だけ増えることを
活用することができるとともに、
ある。子どもは概魍解決に際し
乗法の交換法則がI茂り玄つことが分かるのがねらいで
｢前に勉強した総菜を使ってもよいですか｣などと、題 際して、
教師に質問をし最初から活気のある捜業となねた。また、ｓｘ５＝５><３ぱどいくつかの
式の事例にそって、かけ算ではかける数とかけられる数を交換しても結果は変わらない
こと、
した。
つまりかけ算では交換法則が成立することを子ども自身がアレイ図を附いて説l明
よこ腱見たどのいくつ分が、 熱心に説たてに見たどのいくつ分と同じであるか、
[１２１ 3５
§
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§
明していた。
さらに､３年生の｢三角形と剛では、前時までの算数的活動で作成した様様な這愈形を p、
(''１問分けできないか考えさせることに集中させて、２つの辺が等しい、 3つとも辺が等し
いことに着周させながら分類する過程を:重視して膳開していった。終盤近くで三角形の
形の特徴砿、「三角形の向きには関係がない」「向きはどうでもよい」「辺の長さの関係が
大切なのだ」など、 教師が予想もしなかった子どもの発言があった。
４年鱗の｢かわり方」でば、まわりの長さが24ｃｍの長方形や正方形をつくり、たて･よ
この長さの変わり方を調べる場面である。子どもはたて･よこの長さの和が12ｃｍである
ことに気が付き謎さまざまなたて・よこの長さの組を作り（順淳対人やがて△十○＝
１２という式の関係を発見した。
５年生の内容の｢少数のかけ算』では、Ｘ２ｘ３８の立式をするのに、数直線やことばの
式を活用して考えようと自分蔵りの根拠をもって努力をしている子どもの姿がとらえら
れた。これまでのかけ算とどこが違うのかを考えさせながら、3.8ｍ買うには今までのよ
うに同数累加ができないことに気付いていった。
また蕊5年生の｢順々に調べて』では､長方形を順々に月つに折るとき､6画折ったときの
折り目の数を考えさせる場面を取り上げた。伴って変わる２つの変数を意識させながら、
(折った数と折り目の数）（折った数と長方形の数）などに子どもたちは気付いてざまざ
まな発言が出て盛り上がった。 表にしてみたらどうかなどの懲見も、 子どもの讓想であ
つた｡
このように、 どの授業も子ども力轄発に瀧動する躍動感のあるものとなった。 授業で
の子どもの反応については６つの授業を総合的に見ると、 およそ次のように表現す盾こ
とができると湾える。
どの学年の授業においても子どもが意欲的に学習に参加して、１． 生き生きとして躍動
藤のある学習活動を腱鮒することができた。
2．授業終了後、子ども自身が授業が楽しかったとい う実感を授業者や参観者に話した
り、学習ノートに記録している。
3．子どもたちは具体的に｢きまりが発見できてうれしかった」「正三角形蔚二等辺蕊角
形のなかまができたときはうれしかった」など、学習の楽しさを率直に畿現している。
4．子どもの学習反応のに'二'に、教師が予想もしなかったすばらしい反応が出るなど、子
どもが主体鯛に考えている姿が見られた。
実際に長方形の紙を折って調べ、５． 針金とビニルで三蝿形を作った。 その後で教科灘
活動ｊが楽しかの図と比べたり、 作りながら老えたりしながら、 いわゆる「算数的な活動」
3４ 〔１３１
；算数科におけ愚「教科霞の活かし方」に関する調査､焼 ！
lｉ
ったと指摘しているｃ
以上述べたように子どもの確か葱反応が得られたことから、 教科書を活かす工夫と駅
究をすれば、
れ鳧仮設がI
充実した授業を展開することができることがほぼ明らかになったと考えら
が正しい属とが実証されたととらえた。 脾財毎Ｍ砂
財
】
ＨＬ教科書醤活かす具体的な手法
前述のような結果が得られた背景には、 教科書を詳細に研究し、 可能な限りの準術と
そこで次に、教科響指導をすることによってはじめて実現できたことと認識してい愚。
を活かすには具体的にはどのような手法力轌えられるのか、 その実際を例項厨的に列挙
このほかにも多くの事柄が考えられようが鳧一例として示したものであ鳥。しておこう恒
盆
嵐】教科書の単元展鰍の論畷の明確化
教科書の単元展調の筋道を十分に理解したうえで､それを念頭において指導する｡教科
響では単元全体を通して､各小単元の関連をはかりながら一定の論理で筋道立てた溌開
をしている。時に応じて､児童の反応に応じた多少の変動はあろうが､基本的には教師は
その筋道を予め承知しておき､それを基醗として柔軟に対応できることが効果的である。
[２]教科書を開くタイミングの工夫
教科灘は子どもの学習に卵して最低限の学習内容を単習精報と して取り上げる必蕊が
あろう。しかし、だからといってそれをダイレク 卜に取り上げては数学的な考え方や冒
ら請えさせるという立場から見ても望ましくない。これは教科瀞の内容を取り上げる前
段階で、子どもたち｛
ものであろう。特に、
どもたち自身に十分考えさせ、 その湾えとの比較検討の中で取り上げられる
少人数化している最近の学校状況では、 教科書の内容を補う璽要
鞍発言者とも救り得る。
[３]単元、ｌ嘩元籍の板謹の工夫
単元には『たしざん(ＸＬＭかけざん｣電｢順序よく考えて｣など学習内容を示唆する褒題
をつけている場合が多い。これはこれで意義のあることであるが、扱い方によっては畷
初に教科譜を開く場合には、むしろタイトルがない方がよい。そこで教師の工夫として
タイトルを消した挿絵や情景図などを実物投影機による投影または拡大資料図として示
し、子どもに考えさせるなどの工夫をする必要がある。こうした対策をとることIこよっ
で教科書に戻ったり、教科書を開いたりする際には、指導上重要な影響を持つものと考
えられる。
[４]図解や説明図の有効な扱い
[１４Ｉ 3８
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分数や小数についての加減乗畭に関す愚計算原理を理解するなどの場合に、図解など
の説明図は、その理解を助けるのに極めて有効である。だからといって、教科書の図解
にそって一斉指導で取り扱おうとすると、教師の一方的な説明になりさらに子どもにと
再
押
⑫
って理解が醐難に粒る゜つまり、ことばと鳳解が対応しなくなってしまう。したがって、
教師の負担は増大するが上記のような手逝てを講じ、具体的な説明力瓢部にわたって明
解であるように工夫したい。
目
[５]児童の思考過程腱即した内容の取り扱い
学習問題、その解決の鶴眼点、解決に至る様々なアプローチなど、教科譜の１ページ、
見開き、裏のページ戦どに必要な祷報や毒え方などが整理されている。教師はその意図
を…|分に理解した-kで、教科識に戻るタイミングなどを適切に判断することが求められ
る。さもないと、課題は明確になったとしても、その解決のための手立てをすべて教科
欝から受け取って、自ら考えるという鰯も璽要戦部分が欠落してしまうことになりかね
ない。その懲味から、教科響の展鮒の意図を-ﾄｰ分に把握したい。
脚児議の多様な考えを繭蝿する方策
自力で解決させる場ilIi、課題解決を通して学習のまとめを湾える場禰など、問題解決
に当たって子どもの主体性や創造性を発lfliする邇婆な場である。このとき子どもの考え
を数多く出させ、そのｉｌＺｌのいくつかを鍼111にしながら、よりlilli値のある考えに気付かせ
ていく。その過醗力轍学的な考えに接近するうえで鰯蕊に鞍る。その際、教科書に示さ
れる典型的な考え方が含まれてい救い場合催、教科鵜を活jiLてその考えも考慮した''１
で考えると考え方の幅がかなり広がってくる。
[７]単元展開Iこ示される反応例の活用
多様な解決法に挑ませる場合、教科譜から蝋Lて課題解決中心の腱開になることが多
い｡その過麗で子どもは多様な考えを出し、その追究過瀧で大きな学習のまとまり力城
立する。これと合わせて、これを教科醤ではどのように解決していったのかを併用して
比較・考察させると、これまでの話し合いが－鰯深まったり、新しい見方が加味された
り、より綱広<統合したりして考えることが可能になる。こうして、教科議も子どもの
鐵璽な発言者として取り扱うことができるのである。
[8】児童の疑問や問題意識の繍揚
教科懇では様々な事象をかなり数理的に整理した形で算数の問題場繭を提示している
ことが多い。これば教科苫の特性であり、避けることのできないものである。一方、ｉｆ
どもの辮象に対する問題意識はそのままではまだ教科i1$の'１１}題レベルまでには達してい
ばい･ここＩこ、導入の方法など鱗どもの獅題意識高揚にかかわる教iIiiiの手腕が大きく求
められることにばる。そこで必要になるのが教Hiliによる子どもの学習準倣状況、学習経
6秘 [１５］
侭Ｐ
⑰
算数科における「教科霧の活かし方」に関する調査研究
：
それを手がかりにして導入の話し合いを教師は-{-分に用意する蟻要が験の把握であり、
ある。そのため！ §“は葛スライド､Ｏ葦P、OHC、VTR篭写真、絵画などの活用を図りなが
ら、算数的な活動を取り入れ、子どもの自由ぼ気付き、発想、疑問などを広げることが
大切である。 Ｚ
[9]｢数学的な考え方｣に対するねらいの明確化
教師は単元の指導を通してどのよう趣数学的な考え方を子どもに養おうとしているの
力､を念頭に置く必要がある。単元展開に際して、子どもＩこ何が達成されたらよいのか、
絶らいを明確にすることは指導にとって欠くことのできないものである。このねらいに
ついては事柄を知ったり、技能を身に付けることも大釦だが、より璽蕊なのはその背後
にあ為、子どもにどのよう粒考え方が定着することなのか､どのような数学的な考え方が
門】
身に付けばよいのか､の問題が重要である。そのためには本単元の関連議項を明確にし、
これまでのどのような数学的な考え方が関連しているのかを聡らかにする必要がある。
【10]蟻元慶職における教師の補足
指導・展開する。教科教科醤の解説ページの中で省略されている勤禰は何かを考え、
譜には学習展開にかかわる子どもの追究過程のすべてを記すことは不瓢能である。した
がって、追究過程の主要粒部分が筋道立てて示されることになる。しかし、紙面の制約
示さない方が効果的な場合もある。 したが等からかなり省略される部分もあり、 霞だ、
どこで時間を取るか、どこを考え教師は教科書の展開の流れを十分念頭に入れ、って、
が大切である。ン卜は何かなどについて明確化することさせるか指導すべきポイ
【１１]本時指導に関する基礎・擬本の明確化
これまでの関連蝋元の中での既習騨項や肉子どもに数学的な考え方を育成する腱は、
容を明らかにしてそれがどのような脈絡の中で関連しているのかをとらえることであ
る。その既習事項は、その甑蕊な部分としては基礎･基本ということになる。つまり、前電 主 基礎．
数学鯛な考え方として、後の単元の蕊礎･基;rli§をlﾘ;らかにすることが重要なことになる｡
とが求められる。この基礎 ･基本を重要視して分析する連
[１２]中心的な内容に即した思考場面の設定
算数の学力は育たない。ましてや、数教科霧のページにそって順次撮導するのでば尉
その持闇のねらいに応じて使いこなすこととい学Iyiな考え方は育成されるわけはない。
ってもよい。教科響の純をどのよう較形で活かすのか、価に気付かせ、何を考えさせる
のかなどか数り多くの戦柄がある。それを順序良〈、筋道立てて処理させるのは教師の
このように教科書を活かすにばかな りの研究が求められ愚。手腕といえる。
[Ｘ３]学習のまとめに至る考え方の重視
端的にまとめることもできればことばを中心に学習のまとめの仕方は一様ではない。
3］[１６１
；b己
まとめることもできる。しかし､大切なのは、１時間癒り数時鶴itjm学習してきた考え方
や筋道立てて追究してきた結果に至るまと酌方である。それを考え方としてまとめるこ
とができればそれは次の学習の場面に活用されるものの見方・考え方として機能するの
である。このように学習のまとめについては、それに至るプロセスを十分に補い、考え
方を重視して指導する運とが重蕊である。
[14]練響． ドリルの効果Ht1な手法
練習やドリルについては、多くをこなし、時間をかければ身に付くというものでは葱
い゜身に付くとは学習に活用できるように定着することであるといってよい。蕊は漏用
される学力となることである。鯛に計算結果力球められても適切に活用できなければ意
味がない｡加減乗除の筆算のアルゴリズムが円滑に処理でき、しかも場爾に応じて正確
に立式でき、問題の解決ができることである。したがって、形式だけではなく、内容と
常に通勤しながらの理解を重視して、露より質に着目した練習・ドリルを考えたい。
[１５]問題解決過程の全容把握による考え方の深化
Ｘ
単元の学習が終了した時点でそのままとせず、問題解決に当たって数学的な考え方が
どのように解決に機能したのか、子どもの発想や慧想がどう活用されたのか、また、学
習課題の認識に始まって､既習の考え方の適用認問題点の克服､多様な考え方のⅡ今味、よ
り有効な考え方の発見やまとめなど、課題解決一趣の過程の全容を子どもに把掘さ登る
ことが重要である。これによって、事象の考察の仕方が深まり、新たな事象に直面した
とき鋭い問題解決力となって機能することであろう。
1V・研究の結果
教科醤のねらい、単元展開の基本的な考え方、学習過濃に沿った内容の扱い方などを
研究することによって、子どもの実態や思考に即した学習展鮪ができ、しかも子どもの
意欲的な追究態度を促すことができると考えられる。
そこには、子どもの主体性・創造性が豊かに生まれ、活気にあふれ躍動感に満ちた充
実した授業力城立する。教科書を活かすための研究を進めるには、かなりの時間をかけ
て基本的蔵事柄から雛究する必要がある。そうでなければ成柴を上げるような活かし方
を導き出すことは不可能であろう。今回の研究では授業実践の結果や子どもの反応を数
鐵的に把握することはできなかったが、何らかの機会には、そのような精綴なアプロー
チが必要だと考える。
このような教科書を活かす研究こそが、やがて算数科という教科に限らず、 日々の授
業の質的向上を翻るための溌礎を培うことに癒ると考える。
Sｍ [１７］
：算数科における『教科鑿の活かし方」に関する調査研究 面酪刀凡超超楠
魔
店目
その上で実践指導を行った成果を実本研究は､具体的趣算数科の教科誉を調蜜研鑑し、 潔
撒
証的に検証する過程を含めて研究したもので、いわば調査研究の理論編と実践編とによ
って織成されている。具体的な実践指導には東京都内のﾉI隼校の校長先生方６鍋に依頼
して授業をしていただき、その癩導の記録をまとめ、２無間の研究巻整理し、「学校教育
理論編とその総括的な内容に楠研究所年報第44号』に掲載されたものである。今回は、
足翻嘘より分かりやすく具体的にしたものである。実践編を掲載するlこは教科譜会社
6社を公正・公平に扱う必要があり、また本誌ページで更に約4Gページを要することか
ら割愛せざるを得趣かつた｡したがって、その内容については年報第44号でご覧いただ
きたい。ここに指導i者として授業をしてくださった校長先生方のお名繭を御紹介してお
きたい。 松
茂
藤
部
瀬
赤
志
伊
麗
艤
榮
旬
孑
幸
威
一
健
暁
保
光
蕊
元新楢区立落合第三小学稜長
目黒底立緑ヶ丘小学校長
恩祓区立北三谷小学校長
江戸川区立清新第一小学校長
品｣'1区立廷111小学校長
港厩TI芝小学校長
以上６名の校長先生方である。
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